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52 

、

町 の 人 口 

(51年12月末日現在） 

人 口 9, 239人 （減12) 

4,412人 （減1 ) 

4,827人 (減11) 

2,875世帯（増3 ) 

男

女

 世帯数 

出生 5 人 

死亡 5 人 

転入 26人 

転出 38人 

( ）内は前月との増減 

〈赤池町役場前にて〉 

「中国より帰国」～40年ぶり故国の土～ 

“白川末男さん一家11人，，おかえりなさい．ク 

2 

和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

寒
さ
が
き
び
し
い
の
で
、
着
物
を
さ
 

ら
に
重
ね
る
衣
更
着
か
ら
二
月
を
如
月
 

と
い
う
。
 

1
日
（
火
）
 

成
人
病
予
防
週
間
 

3
日
（
木
）
 

節
分
 

4
日
（
金
）
 

立
春
 

6
日
（
日
）
 

初
午
 

8
日
（
火
）
 

針
供
養
、
こ
と
始
め
 

11 

日
（
金
）
 

建
国
記
念
日
 

14 

日
（
月
）
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
 テ

ー
 

17 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

（
旧
第
二
公
民
館
）
 

18 

日
（
金
）
 

旧
正
月
 

20 

日
（
日
）
 

家
庭
の
日
 

26 

日
（
土
）
 

二
・
二
六
事
件
 

（
昭
和
 11 

年） 

28 

日
（
月
）
 

春
の
全
国
火
災
 

予
防
運
動
 

▽
成
功
を
欲
す
れ
ぱ
 

困
苦
に
耐
え
よ
△
 



(3） 第169号 昭和52年2月1日 け
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昭和52年成人式該当者1 1 1 人 

111人の新成人が新たに大人の仲間入り 

十
五
日
の
成
人
の
日
に
は
、
全
国
で
 

白
十
八
万
人
の
新
成
人
が
大
人
の
仲
間
 

入
り
を
し
ま
し
た
が
、
赤
池
町
で
も
百
 

十
一
人
の
新
成
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
 

新
成
人
の
男
女
別
並
び
に
地
区
別
を
 

見
ま
す
と
、
次
の
通
リ
で
す
。
 

男
（
六
十
三
名
）
、
女
（
四
十
八
名
）
 

上
野
地
区
三
十
九
名
、
市
場
地
区
十
八
 

名
、
赤
池
地
区
五
十
四
名
で
す
。
 

新
成
入
が
生
ま
れ
た
昭
和
三
十
一
年
 

は
、
神
武
景
気
に
日
本
が
沸
い
た
の
を
 

始
め
、
数
々
の
出
来
事
が
活
気
に
満
ち
 

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
は
そ
の
新
成
人
を
お
祝
し
 

て
、
十
五
日
出
、
午
前
十
時
よ
 

り
赤
池
町
民
会
館
に
お
い
て
成
 

人
式
を
催
し
ま
し
た
が
、
中
で
 

も
町
長
を
囲
ん
で
の
キ
ャ
ン
ド
 

成
人
式
出
席
者
記
念
撮
影
 

か
 

。
 

・
ブ
 

好
天
で
の
消
防
団
出
初
式
 

廿
昭
和
 52 

年
下
田
川
四
ケ
町
連
合
廿
 

赤
池
町
の
消
防
団
出
初
式
は
一
月
九
 

日
回
、
下
田
川
四
ケ
町
が
連
合
し
、
方
 

城
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
好
天
の
 

も
と
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
式
典
は
、
午
前
九
時
三
十
分
よ
 

り
開
式
さ
れ
、
方
城
町
消
防
団
長
よ
り
 

出
動
人
員
の
報
告
が
あ
り
、
赤
池
町
百
 

五
十
三
人
、
金
田
町
百
人
、
糸
田
町
八
 

＋
五
人
、
方
城
町
百
八
人
の
四
百
四
十
 

六
人
の
出
動
で
、
こ
れ
よ
り
人
員
の
服
 

装
点
検
、
並
び
に
機
械
器
具
の
点
検
が
 

行
な
わ
れ
、
こ
の
後
、
規
律
あ
る
統
率
 

の
も
と
に
堂
々
た
る
分
列
行
進
な
ど
、
 

旧
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
表
彰
式
に
う
つ
り
、
当
日
は
 

県
知
事
表
彰
、
県
消
防
協
会
長
表
彰
、
 

（
統
率
あ
る
式
典
風
景
）
 

（
消
防
車
分
列
行
進
）
 

県
消
防
協
会
田
川
郡
支
部
長
表
彰
、
町
 

長
表
彰
が
あ
リ
、
本
町
消
防
団
は
県
消
 

防
協
会
長
よ
り
表
彰
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

本
町
の
表
彰
関
係
者
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
（
敬
称
略
）
 

⑥
福
岡
県
知
事
表
彰
 

香
月
 
昌
憲
（
班
 

長
）
第
一
分
団
 

城
野
 
博
憲
（
 

ガ 

） 

ガ 

立
花
 
政
昭
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

亀
谷
 
徳
光
（
部
 
長
）
第
三
分
団
 

有
吉
 
敬
介
（
 

ク 

）
第
三
分
団
 

⑥
福
岡
県
消
防
協
会
田
川
市
部
長
表
彰
 

大
久
保
和
仁
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

鶴
森
 
哲
男
（
・
r

・
）
第
六
分
団
 

＠
赤
池
町
長
表
彰
 

太
田
 

荒
喜
（
副
分
団
長
）
第
一
分
団
 

梶
原
 
政
利
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

亀
谷
 

川
ロ
 

松
次
（
班
 

長
）
第
三
分
団
 

益
喜
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

浦
田
 

繁
弘
（
 

万 

）
第
五
分
団
 

小
松
 
節
夫
（
班
 

長
）
第
六
分
団
 

長
谷
川
 
孝
（
団
 

員
）
本
部
分
団
 

立
花
 
繁
樹
（
 

ガ 

） 

" 

⑥
優
良
消
防
団
員
表
彰
 

石
橋
安
太
郎
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

水
永
 

雄（ 

ガ 

）
第
二
分
団
 

藤
重
 

武
（
部
 

長
）
第
三
分
団
 

植
木
 
藤
吉
（
副
分
団
長
）
第
四
分
団
 

太
田
 

淳（ 

ガ 

）
第
五
分
団
 

小
松
 
義
治
（
 

ガ 

）
第
六
分
団
 

太
田
 

勝
正
（
班
 

長
）
本
部
分
団
 

一

 

保
健
所
だ
よ
り
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さ
れ
ま
す
。
 

ル
の
つ
ど
い
で
は
、
新
成
人
が
 
「
人
々
 

と
協
調
連
帯
し
、
新
し
い
地
域
社
会
建
 

設
」
を
哲
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
 

賓
・
中
学
時
代
の
恩
師
を
囲
ん
で
の
祝
 

（祝賀パーティー） （晴着姿で受付へ） 

，
ノ
j

ツ
 

⑥
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
 

〔
十
年
〕
 

宇
都
宮
紀
雄
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

藤
野
 
八
郎
（
 

" 

）
本
部
分
団
 

〔
十
五
年
〕
 

青
柳
 
徳
実
（
団
 
長
）
本
部
分
団
 

〔
二
十
年
〕
 

和
田
 

豊
（
部
 

長
）
第
二
分
団
 

林
 

道
治
（
 

" 

）
第
四
分
団
 

〔
二
十
五
年
〕
 

世
良
 
庄
七
（
班
 

長
）
第
一
分
団
 

城
野
 
豊
文
（
 

ク 

） 

r 

市
川
 
泰
雄
（
 

刀 

） 

ガ 

藤
岡
 

登
（
分
団
長
）
第
四
分
団
 

〔
三
十
年
〕
 

松
井
 

猛
（
副
団
長
）
本
部
分
団
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

健
康
の
三
本
柱
 

健
康
に
つ
い
て
 
m
 

皆
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
健
康
に
つ
い
て
 

ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
 

方
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
健
康
の
あ
 

り
が
た
さ
を
知
る
4

こ
れ
で
は
、
も
う
 

遅
い
の
で
す
。
今
月
か
ら
健
康
に
つ
い
 

て
お
話
し
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
 

家
族
み
ん
な
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
し
 

よ、つ。 
健
康
と
は
、
肉
体
的
、
精
神
的
か
つ
 

経
済
的
に
良
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
 

い
ま
す
。
健
康
な
人
は
次
の
こ
と
が
な
 

〇
長
生
き
す
る
。
 

o
活
動
的
な
行
動
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

〇
環
境
適
応
能
力
、
抗
病
力
（
免
疫
力
）
、
 

回
復
力
が
強
い
。
 

o
心
身
そ
う
快
、
気
力
充
実
し
て
い
る
。
 

o
快
適
な
頭
脳
活
動
が
で
き
る
。
 

健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
三
 

本
の
柱
が
あ
リ
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
 

と
つ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

一
、
栄
 

養
 

健
康
な
身
体
を
作
り
上
げ
、
健
康
を
 

保
持
す
る
た
め
に
は
、
適
正
な
栄
養
が
 

必
要
で
す
。
 

①
た
ん
ぱ
く
質
（
動
物
性
、
植
物
性
）
 

を
一
日
量
約
七
十
ー
八
十
グ
ラ
ム
と
 

る。 

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
若
者
の
時
代
建
 

設
へ
話
題
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

皆
様
と
と
も
に
御
活
躍
を
お
祈
リ
致
 

し
ま
し
ょ
、
フ
。
 

（キャンドルのつどい） r責任と自覚を胸に代表者に、 
、よるケーキカッ ト ノ 
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酒
田
市
大
火
見
舞
か
ら
 

昨
年
の
十
月
二
十
九
日
、
午
後
 

五
時
三
十
分
に
お
き
た
山
形
県
酒
 

田
市
の
大
火
災
は
、
映
画
館
グ
リ
 

ー
ン
ハ
ウ
ス
よ
り
出
火
し
、
延
々
 

十
一
時
間
も
燃
え
つ
づ
け
、
死
者
 

一
人
、
負
傷
者
千
三
人
、
被
災
世
 

帯
千
二
十
三
世
帯
、
被
災
棟
数
千
 

七
百
七
十
四
棟
、
被
災
人
員
三
千
 

三
百
人
、
焼
出
面
積
二
十
二
・
五
 

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
そ
の
被
害
総
額
四
 

百
五
億
円
に
も
及
ぶ
、
戦
後
日
本
 

で
の
四
番
目
の
大
災
害
を
出
し
被
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
当
町
か
ら
の
 

見
舞
等
に
対
す
る
謝
意
が
、
酒
田
 

市
長
、
酒
田
市
災
害
対
策
本
部
長
、
 

酒
田
市
議
会
よ
り
届
い
て
お
リ
ま
 

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

今
後
は
一
日
も
早
く
当
市
の
復
興
 

と
再
建
を
お
祈
リ
申
し
上
げ
ま
す
。
 

②
糖
 
質
 

主
に
穀
類
、
果
物
か
ら
一
日
量
約
三
 

百
ー
四
百
五
十
グ
ラ
ム
と
る
。
 

③
脂
 
質
 

主
に
植
物
油
と
動
物
肉
中
か
ら
約
三
 

十
ー
四
十
グ
ラ
ム
と
る
。
 

④
ビ
タ
ミ
ン
類
 

ミ
ネ
ラ
ル
も
大
切
で
す
が
、
各
種
の
 

食
品
に
入
っ
て
い
る
の
で
適
当
な
食
 

品
を
選
択
し
て
お
け
ば
、
ま
ず
不
足
 

は
な
い
で
し
ょ
う
。
 

一 
一~ー ～一ー~ー’ ~．一~二＝ー一 



け
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「電話機の故障は 

― 局番なしの1 1 
17議案を可決・閉会

「 12
 

月
定
例
町
議
会
」
 

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
 

定
例
町
議
会
は
、
去
る
＋
 

二
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
 

ま
で
の
五
日
間
ひ
ら
か
れ
、
 

議
案
十
七
件
が
上
程
さ
れ
、
 

慎
重
審
議
の
結
果
、
そ
れ
 

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
 

ま
し
た
。
 

審
議
結
果
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

1
、
昭
和
五
十
一
年
度
一
 

般
会
計
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

二
、
四
111
三
、
七
七
四
、
 

一
六
一
円
 

歳
出
決
算
額
 

二
、
四
六
二
、
四
三
四
、
 
一
五
四
円
 

差
引
残
額
 

△
ニ
八
、
六
五
九
、
九
九
三
円
 

2
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
国
民
健
 

康
保
険
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
三
一
、
五
っ
九
、
つ
九
四
円
 

歳
出
決
算
額
 

一
二
四
、
つ
」
「
八
、
四
五
一
円
 

差
引
残
額
 

七
、
四
七
っ
、
六
四
三
円
 

3
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
赤
池
橋
 

架
設
準
備
積
立
金
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

三
、
七
り
七
、
・
二
つ
つ
円
・
 

歳
出
決
算
額
 

三
、
七
っ
七
、
．
う
J
円
 

) 
、

、

ー

 

差
引
残
額
 

っ
円
 

4
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
上
野
地
 

区
簡
易
水
道
事
業
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
二
、
一
七
九
、
つ
二
つ
円
 

歳
出
決
算
額
 

一J
、
三
八
四
、
七
J
八
円
 

差
引
残
額
 一

、
ゼ
九
四
、
三
一
二
円
 

5
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
住
宅
改
 

修
資
金
貸
付
事
業
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
二
、
七
六
八
、
九
六
五
円
 

歳
出
決
算
額
 

一
二
、
三
八
六
、
八
り
七
円
 

差
引
残
額
 

三
八
二
、
 

一
五
八
円
 

ーつ 

「
ぞ
う
き
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
 

子
供
た
ち
は
、
国
の
宝
と
ー
 

赤池町上野 

藤田孝子さん 

こ
の
人
、
子
供
た
ち
か
ら
「
ぞ
う
き
 

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
 

れ
て
き
た
、
ぞ
う
き
ん
づ
く
リ
の
主
人
 

公
、
赤
池
町
大
字
上
野
大
久
保
、
無
職
 

藤
田
孝
子
さ
ん
（
八
十
五
オ
）
は
、
実
 

子
が
い
な
か
っ
た
が
「
子
供
た
ち
は
国
 

の
宝
、
少
し
で
も
子
供
の
手
助
け
を
し
 

て
や
り
た
い
」
と
、
学
校
で
使
う
ぞ
う
 

き
ん
を
縫
う
こ
と
を
思
い
た
ち
、
木
綿
 

の
着
物
な
ど
で
根
気
よ
く
ぞ
う
き
ん
を
 

縫
い
続
け
て
約
十
五
年
間
、
定
期
的
に
 

番
 

（
く
〕
 

ぞ
う
き
ん
を
約
五
百
以
上
、
小
学
校
に
 

贈
っ
て
き
ま
し
た
。
 

最
初
は
市
場
小
学
校
、
そ
し
て
上
野
 

小
学
校
へ
と
贈
っ
て
い
る
う
ち
に
、
こ
 

の
善
意
を
知
っ
た
親
類
の
人
や
、
近
所
 

の
人
た
ぢ
も
古
い
木
綿
の
布
切
れ
が
た
 

ま
れ
ば
、
ぞ
う
き
ん
づ
く
リ
に
協
力
し
 

て
く
れ
ま
し
た
。
 

子
供
た
ち
が
、
あ
り
が
と
う
と
頭
を
 

下
げ
る
と
、
苦
労
も
忘
れ
た
そ
う
で
す
。
 

今
日
で
は
、
も
う
ぞ
う
き
ん
づ
く
り
 

は
や
め
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
親
し
ま
 

れ
て
き
た
子
供
た
ち
か
ら
送
ら
れ
た
ー
 

つ
ー
つ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
、
毎
日
 

を
暮
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
人
々
（
当
時
 

小
学
一
・
二
年
生
）
に
と
っ
て
は
、
こ
 

6
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
地
域
開
 

発
事
業
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
一
三
、
っ
二
九
、
九
六
六
円
 

歳
出
決
算
額
 

一
一
三
、
っ
二
九
、
八
一
七
円
 

差
引
残
額
 

一
四
九
円
 

7
、
専
決
処
分
の
承
認
 

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
の
補
正
 

で
す
が
、
こ
れ
は
九
月
の
台
風
に
よ
 

る
被
害
で
、
赤
池
町
中
学
校
体
育
館
 

及
び
相
撲
場
の
災
害
復
旧
事
業
費
の
 

補
助
金
申
請
を
す
る
た
め
、
緊
急
に
 

予
算
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
 

っ
た
た
め
、
三
百
五
十
八
万
六
千
円
 

の
補
正
を
十
一
月
十
三
日
付
で
専
決
 

処
分
し
た
の
で
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
 

し
た
。
 

8
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

ボ
タ
山
防
災
工
事
第
ー
工
区
及
び
第
 

ニ
工
区
、
並
び
に
薬
モ
寺
ー
石
松
線
 

道
路
舗
装
工
事
は
、
い
づ
れ
も
一
千
 

万
円
を
こ
え
る
た
め
、
議
会
の
議
決
 

を
得
ま
し
た
。
 

9
、
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
 

合
規
約
の
一
部
変
更
 

条
文
の
一
部
変
更
と
一
部
事
務
組
合
 

の
加
入
、
脱
退
に
よ
る
規
約
を
変
更
 

し
ま
し
た
。
 

〕 

10 

、 
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
が
八
月
十
日
に
行
わ
れ
 

た
の
で
、
 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
を
 

こ
れ
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

⑥電話教室のこf利用を⑥ 

ト電話をかけるとき、ダイヤルとダイヤルの間 

かくを5秒以上あけるとお話し中の音がして 

つながらなくなります。手を休めづにダイヤ 

ルをお廻しください。 

トダイヤルを廻し終った後5秒～15秒程度無 

音の状態となる場合がありますが、これは交 

換機が空回線を探しているためで故障ではあ 

りません。 

トおかけになった相手がお話し中の場合は3分 

間まちましょう。 

トなお、電話の具合が悪いときはすぐ局番なし 

の113番（無料）へお知らせ下さい。ここ 

は電話の故障の受付で電話の診断をするとこ 

， ろです。 

ト電話教室のお申込は、田川電報電話局自動運 

用課へ。 

電話（09474)④4216 番 

心 配 こ, と 相 談 

〔毎月一回 17 日〕 
赤池役場旧第二公民館 

※ 17日が日曜日のときは翌日 

となります。 

ご利 用 下 さ い 

の
愛
称
「
ぞ
う
き
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
 

よ
り
祝
い
の
言
葉
が
次
の
よ
う
に
送
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
 

「
成
人
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
心
 

よ
り
言
葉
短
か
に
…
…
…
…
：
・
。
 

11 

、
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職
の
給
与
 

改
正
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

12 

、
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
改
正
 

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
 

け
、
こ
れ
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

13 

、
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
 

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
 

け
、
こ
れ
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

14 

、
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職
の
給
与
 

改
正
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

15 

、 
一
般
職
の
職
員
の
通
勤
手
当
支
給
 

方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
手
当
の
改
 

正
を
し
ま
し
た
。
 

16 

、
昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
 

予
算
 

追
加
補
正
額
 

三
五
六
、
二
っ
七
 
っ
っ
り
円
 

補
正
後
の
予
算
総
額
 

二
、
九
九
二
、
七
一
九
、
つ
つ
J
円
 

17 

、
昭
和
五
十
一
年
度
町
立
病
院
事
業
 

特
別
会
計
補
正
予
算
 

追
加
補
正
額
 

】
四
、
三
六
三
、
J
つ
つ
円
 

補
正
後
の
予
算
総
額
 

三
五
五
、
四
七
七
、
J
J
J
円
 

交
通
情
報
だ
よ
り
 

昭
和
 51 
年
交
通
事
故
概
況
 

⑥
田
川
警
察
署
管
内
（
免
許
人
口
 
四
一
、
J

一 

人〕 

年
度
／
区
分
 
人
身
事
故
件
数
 

死
 
者
 
数
 

傷
 
者
 
数
 

昭
和
 51
 

年
 

八
J
七
人
 

炎 

一
一
一
一
人
 

昭
和
 50
 

年
 

八
‘
一
四
人
 

一
一
ニ
人
 

一
一
九
六
人
 

増
減
 

e

一
七
人
 

④

 

一
ニ
人
 

e
 
七
五
人
 

⑨
赤
池
町
（
免
許
人
ロ
 
二
、
七
っ
一
人
）
 

年
度
／
区
分
 
人
身
事
故
件
数
 

死
 
者
 
数
 

傷
 
者
 
数
 

刀
口
ロ
1
'Fr 

叫
禾
1
にuA
エ 

！
一
五
人
 

J
人
 

三
七
人
 

一和和 
50
 

年
 

一一．一人 

一人 

四
八
人
 

増
減
 

④
 
七
人
 

（ブ 

ー人 

e

一一人 

⑨
赤
池
町
飲
酒
運
転
違
反
者
検
挙
状
況
 

▽
違
反
者
数
 
十
一
人
 

▽
逮
補
者
数
 

⑥
火
 

⑥
き
 

⑥
た
 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

火あそびによる 
⑥ ⑥ 
火災をな＜そう．ク 

プつ ラ 

改え 
ひイ 

5ぐ二て寒こ、9、γ、 
とンてに】ニで1血監 ／ー， ソーキー 

え・， ノーS 乙て\7 i'' 

どタ賃〉議」ノI 
、 ーーーーーーノー 

昭
和
五
十
一
年
度
、
消
防
白
書
に
よ
 

れ
ば
、
例
年
に
た
が
わ
ず
火
災
原
因
の
 

主
位
を
占
め
て
い
る
の
が
、
た
き
火
や
 

火
あ
そ
び
に
よ
る
出
火
で
あ
り
、
特
に
 

寒
い
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
 

期
に
多
く
、
山
や
田
畑
、
小
屋
な
ど
子
 

供
の
あ
そ
び
場
の
多
い
周
辺
地
域
に
多
 

く
お
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
 

火
災
を
絶
滅
す
る
た
め
、
当
田
川
地
区
 

消
防
本
部
で
は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
 

推
進
運
動
を
行
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
 

●
子
供
に
マ
ッ
チ
を
持
た
せ
ま
い
。
 

●
花
火
あ
そ
び
は
、
大
人
が
付
添
う
。
 

●
火
の
つ
い
た
紙
な
ど
持
た
せ
な
い
。
 

●
ラ
イ
タ
ー
あ
そ
び
を
さ
せ
な
い
。
 

一人 

（
由
川
警
察
署
）
 

●
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
一
度
に
多
 

く
の
も
の
を
燃
や
さ
な
い
。
 

●
空
地
等
で
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
 

枯
草
な
ど
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
周
囲
 

の
状
況
タ
確
め
、
い
つ
も
水
バ
ケ
ッ
な
 

ど
消
火
の
準
備
を
す
る
。
 

※
子
供
は
大
人
の
目
の
届
か
な
い
と
・
」
 

ろ
で
知
識
欲
や
興
味
本
位
に
火
あ
そ
び
 

を
し
ま
す
。
普
段
か
ら
子
供
の
火
に
対
 

す
る
し
つ
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ー
田
川
地
区
消
防
本
部
‘
ー
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一
月
例
会
優
秀
作
品
「
写
団
 

一
月
十
八
日
、
町
民
会
館
に
お
い
て
 

会
員
十
二
名
出
席
。
カ
ラ
ー
百
四
十
点
、
 

モ
ノ
ク
ロ
十
三
点
の
作
品
研
究
を
行
な
 

った。 
優
秀
作
品
は
①
④
桑
野
博
明
②
案
田
 

伸
一
同
甲
太
田
勝
正
⑤
山
野
正
慈
。
 

茶の間におとどけ 

する県政の話題 

日曜日は 

◇県政サロン「RKBテ 

レビ」 

(8 : 15-8 :30) 

◇サンデLづ，くおか「T 

NC テレビ」・ 

(14: 25-14 : 30) 

◇おはよう福岡県「RK 

B ラジオ」 

(7 : 40-7 : 55) 

月～金曜日は 

◇こんにちは福岡県です 

rFB Sテレビ」 

(15 :55-46 : 00) 

◇お買物情報「RKBテ 

レビ」 

(11 : 43-li : 44) 

(14 : 47-14 :51) 

◇奥さまお買物情報です 

EKBC テレビ」 

(13 :55-14 : 00) 

月・木曜日は 

◇県庁だより 「FM福 

岡」 
(9 : 55--10 : 00) 

1 水曜日は 

~筆潜岡県’ 

／~ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

一
 

（
評
）
カ
ラ
ー
作
品
に
特
に
優
秀
な
も
ー
 

の
が
多
く
寒
い
冬
で
は
あ
る
が
根
気
よ
一
 

く
足
を
運
ん
だ
成
果
が
現
わ
れ
て
い
る
。
一
 

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
太
田
さ
ん
の
作
一
 

品
は
、
誰
に
で
も
撮
れ
そ
う
な
被
写
体
一
 

を
暗
室
技
術
に
よ
り
、
す
っ
き
り
し
た
一
 

作
品
に
ま
と
め
て
い
る
。
 

（
住
田
）
 

一 

〔優秀作品より〕 

赤池町大字上野 

太 田 勝 正さん 

「晩 秋」 

こ
れ
ま
で
学
校
給
食
の
始
ま
り
か
ら
 

法
制
化
、
そ
し
て
社
会
的
使
命
ま
で
、
 

か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
 

赤
池
町
の
学
校
給
食
の
現
況
に
ふ
れ
て
 

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

学校給食 の あ ゆ み(-u) 

最近の学校給食 その四 

ま
ず
給
食
費
で
す
が
、
 

月
額
中
学
校
二
千
七
百
 

円
、
小
学
校
二
千
ニ
百
 

円
で
月
平
均
十
八
回
、
 

年
間
十
ー
ケ
月
、
百
九
 

十
八
回
の
計
画
で
行
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

学
校
給
食
法
第
六
条
 

並
び
に
学
校
給
食
法
施
 

行
令
第
ニ
条
で
は
、
学
 

校
給
食
に
従
事
す
る
職
 

員
に
要
す
る
給
与
、
そ
 

の
他
の
人
件
費
、
学
校
 

給
食
の
実
施
に
必
要
な
 

施
設
及
び
設
備
の
修
繕
 

費
は
、
義
務
教
育
諸
学
 

校
の
設
置
者
の
負
担
と
 

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
 

の
経
費
以
外
の
学
校
給
食
に
要
す
る
経
 

費
が
給
食
費
で
あ
リ
ま
す
。
 

学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
又
は
生
徒
 

の
学
校
教
育
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
 

ぐり1 

規
定
す
る
保
護
者
の
負
担
と
し
、
こ
の
 

規
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
学
校
給
 

食
費
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
は
、
 

食
材
料
費
及
び
光
熱
水
費
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、
光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
 

こ
れ
が
管
理
的
経
費
の
性
格
が
強
い
点
 

か
ら
、
父
兄
負
担
の
軽
減
の
趣
旨
に
即
 

な
う
こ
と
か
ら
設
置
者
負
担
と
し
運
営
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
給
食
費
は
、
そ
の
 

月
の
末
日
ま
で
納
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
 

っ
て
お
り
、
ま
ず
給
食
費
の
性
格
は
、
 

私
費
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
 

が
多
い
の
で
す
が
、
当
町
で
は
一
般
会
 

計
予
算
に
計
上
さ
れ
、
処
理
さ
れ
て
お
 

り
ま
す
。
 

学
校
給
食
の
運
営
は
、
児
童
又
は
生
 

徒
の
保
護
者
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
る
 

も
の
で
あ
り
、
学
校
給
食
運
営
の
た
め
 

組
織
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
セ
ン
 

タ
ー
方
式
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
セ
 

ン
タ
ー
設
置
要
領
に
お
い
て
、
そ
の
運
 

営
の
適
正
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
に
運
 

営
委
員
会
が
置
か
れ
、
学
校
給
食
セ
ン
 

タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
の
 

審
議
調
査
、
研
究
が
さ
れ
て
お
り
構
成
 

は
教
育
長
、
所
長
、
関
係
学
校
長
、
関
係
 

P
T
A
会
長
、
町
議
会
代
表
、
そ
の
他
教
 

育
長
の
指
名
す
る
＋
二
名
で
あ
リ
ま
す
。
 

さ
て
、
献
立
か
ら
調
理
、
そ
し
て
供
 

給
ま
で
で
す
が
、
そ
の
前
に
一
回
の
給
 

食
内
容
は
牛
乳
一
本
・
二
百
c
c

（中 

小
学
校
共
）
、
パ
ン
で
中
学
校
百
グ
ラ
 

ム
、
小
学
校
一
ー
三
年
生
ま
で
七
十
グ
 

ラ
ム
、
四
ー
六
年
生
ま
で
九
十
グ
ラ
ム
、
 

添
加
物
（
パ
ン
に
つ
け
る
マ
ー
ガ
リ
ン
、
 

g
づ
 

ジ
ャ
ム
、
そ
の
他
）
中
学
校
四
グ
ラ
ム
、
 

小
学
校
八
グ
ラ
ム
、
そ
れ
に
「
お
か
ず
」
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

予
定
献
立
の
作
成
は
、
田
川
地
区
の
 

給
食
関
係
者
（
特
に
栄
養
士
）
で
あ
ら
 

ま
し
が
作
ら
れ
、
そ
し
て
当
セ
ン
タ
ー
 

で
調
理
員
と
の
会
議
で
地
域
に
合
っ
た
 

内
容
、
そ
し
て
調
理
方
法
こ
材
料
の
検
 

討
、
改
良
が
加
え
ら
れ
最
終
的
に
は
各
 

学
校
の
給
食
主
任
の
方
と
献
立
会
議
を
 

も
ち
、
決
定
さ
れ
で
お
り
ま
す
。
 

現
代
の
多
様
な
食
生
活
の
中
で
、
い
 

か
に
楽
し
く
、
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
 

え
る
給
食
に
す
る
か
、
ど
の
給
食
が
好
 

き
で
、
ど
の
給
食
が
嫌
い
か
、
調
理
方
 

法
の
改
良
、
材
料
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
 

方
角
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
毎
日
の
 

献
立
が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
食
品
 

は
、
食
欲
を
満
た
し
、
栄
養
に
な
り
、
 

衛
生
的
で
健
康
を
保
ち
、
噌
好
を
満
足
 

さ
せ
、
さ
ら
に
経
済
的
で
あ
る
か
、
食
 

品
の
加
工
技
術
が
発
達
し
、
生
活
環
境
 

が
変
化
し
た
現
在
、
手
作
り
物
だ
け
で
 

は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
家
庭
 

に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
で
し
ょ
う
。
冷
 

凍
食
品
が
は
ん
ら
ん
し
、
野
菜
類
か
ら
 

菓
子
類
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
冷
凍
も
の
が
 

あ
り
ま
す
。
油
で
揚
げ
て
即
食
卓
へ
、
 

こ
れ
で
食
生
活
は
満
た
さ
れ
る
で
し
ょ
 

す
か
、
お
ふ
く
ろ
の
味
は
ど
こ
か
へ
行
 

っ
て
し
ま
っ
た
気
持
さ
え
し
ま
す
。
 

学
校
給
食
は
、
多
少
時
間
が
か
か
っ
 

て
も
手
作
り
を
主
体
に
し
て
お
り
、
手
 

作
り
は
学
校
給
食
の
味
が
あ
り
、
経
済
 

的
で
も
あ
リ
ま
す
。
 

、J) 
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中
国
か
ら
白
川
さ
ん
一
家
帰
国
 

＝ニ40年ぶり故国へ一 
「家族11人とともに 

日本語も達者です／」 

白
川
末
男
さ
ん
一
家
は
生
ま
れ
故
郷
 

で
あ
る
赤
池
町
に
永
住
し
た
い
と
、
四
 

十
年
ぶ
り
に
、
昨
年
の
十
二
月
二
十
三
 

日
、
十
人
の
家
族
と
と
も
に
赤
池
町
の
 

実
家
で
あ
る
、
兄
の
勝
二
さ
ん
の
も
と
 

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
 

じ二 

白
川
さ
ん
一
家
は
二
十
二
旦
午
後
 

七
時
す
ぎ
大
阪
空
港
に
着
き
、
同
夜
は
 

ホ
テ
ル
に
一
泊
し
、
二
十
三
日
大
阪
発
 

下
り
急
行
で
故
郷
の
赤
池
町
へ
、
午
前
 

九
時
す
ぎ
役
場
前
に
元
気
な
姿
を
見
せ
、
 

町
長
、
職
員
等
の
歓
迎
を
う
け
た
の
ち
、
 

白
川
さ
ん
も
四
十
年
ぶ
り
と
思
わ
せ
な
 

い
ほ
ど
の
違
者
な
日
本
語
で
挨
拶
を
交
 

わ
し
、
 

川 末 男 さん一家 白
 

早
速
、
兄
勝
ニ
さ
ん
ら
肉
親
と
 

と
も
に
実
家
へ
と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
 

帰
国
話
が
持
ち
あ
が
っ
た
の
は
、
四
 

年
前
の
こ
と
で
、
「
で
き
る
な
ら
故
郷
で
 

永
住
し
た
い
」
と
兄
勝
二
さ
ん
の
も
と
 

に
手
紙
が
届
き
、
そ
れ
か
ら
の
手
紙
の
 

や
り
と
リ
で
話
は
進
み
、
帰
国
手
続
き
 

が
や
っ
と
昨
年
に
永
久
帰
国
の
許
可
が
 

お
リ
た
の
で
 

末
男
さ
ん
は
、
昭
和
十
年
、
旧
制
田
 

川
農
林
学
校
か
主
I
業
後
、
義
兄
を
頼
っ
 

て
韓
国
へ
渡
り
、
一
年
半
後
、
旧
満
州
 

（
現
中
国
東
北
地
方
）
奉
天
市
の
造
幣
 

廠
に
勤
め
た
。
終
戦
時
に
は
農
業
指
導
 

員
と
し
て
湖
北
省
黄
崩
県
で
働
い
て
い
 

た
。
そ
の
後
、
医
学
を
勉
強
し
て
総
合
 

病
院
で
内
科
、
小
児
科
の
お
医
者
さ
ん
 

と
な
リ
、
現
地
で
結
婚
、
妻
の
肖
春
枝
 

さ
ん
と
の
間
に
男
四
人
、
女
三
人
の
子
 

供
と
一
人
の
孫
が
い
ま
す
。
 

家
族
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

白
川
末
男
、
五
十
七
歳
。
肖
春
枝
（
 

妻
）
五
十
二
歳
。
弘
毅
（
長
男
）
三
十
 

三
歳
。
勝
毅
（
二
男
）
」
ニ
十
歳
。
徳
毅
 

（
三
男
）
二
十
七
歳
。
美
珍
（
長
女
）
 

二
十
五
歳
。
偉
毅
（
四
男
）
二
十
二
歳
。
 

郁
珍
（
三
女
）
二
十
一
歳
。
胡
兆
華
（
 

一
男
の
妻
）
二
十
六
歳
。
白
建
平
（
一
一
 

男
の
長
男
）
ニ
歳
。
 

麗
珍
（
二
女
）
二
十
三
歳
は
結
婚
す
 

る
た
め
、
中
国
に
残
り
ま
し
た
。
 

・
，
ー
 

山・・ー 

‘t
ー
 

＋
ー
 

＋
ー
 

・t
ー
 

→
・
ー
 

山
・
ー
 

‘T
ー
 

・t
ー
 

‘t
ー
 

‘T
ー
 

→
！
ー
 

俳 

句 

<
 

赤

池

町

公

民

館

句

会

 

花
を
活
け
る
場
合
で
も
、
素
材
に
充
 

J
 

分
気
を
配
り
ま
す
。
俳
句
と
て
例
外
で
 

は
あ
リ
ま
せ
ん
。
中
で
も
鶴
は
時
鳥
と
 

並
ん
で
、
素
材
価
値
は
最
高
と
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
魅
カ
に
ひ
 

か
れ
て
厳
寒
の
真
っ
只
中
を
、
―
進
か
な
 

地
ま
で
尋
ね
、
暁
前
の
暗
い
内
よ
り
全
 

員
一
斉
に
起
き
い
で
、
痛
い
よ
う
な
寒
 

さ
の
中
、
何
時
間
も
吟
行
す
る
と
い
う
 

事
は
と
て
も
遊
び
事
分
の
気
持
で
は
で
 

き
ま
せ
ん
。
 

本
町
の
俳
句
指
導
を
さ
れ
て
お
ら
れ
 

た
池
田
紫
酔
氏
の
句
に
 

里
人
に
心
ゆ
る
し
て
田
鶴
遊
ぶ
 

紫
 
酔
 

今
回
の
吟
行
者
の
旬
を
次
に
連
ね
て
み
 

ま
し
た
。
 

山
里
の
今
日
が
始
ま
る
鶴
暗
け
り
 

天
留
翁
 

暁
の
鶴
待
つ
満
天
に
星
あ
り
て
 

景
 
石
 

鶴
居
ね
ば
い
づ
こ
に
も
あ
る
冬
の
田
 

よ
 

峰
 
生
 

鶴
を
見
て
日
の
あ
が
る
こ
ろ
戻
り
け
 

り
 

は
る
の
女
 

ス
ト
ー
ブ
を
囲
み
気
の
合
ふ
仲
間
か
 

な
 

聖
」
子
 

鶴
舞
ふ
て
八
代
の
里
の
夜
明
け
た
り
 

比
佐
於
 

二
 

、 

《 
l

f

、一 

暁
の
鶴
見
る
た
の
し
み
の
泊
り
が
な
 

.11 

い一『？い 

・ 

加
す
美
 

旅
人
に
鶴
見
る
柵
の
組
ま
れ
あ
リ
 

一
『
 

園
 
女
 

鶴
降
り
て
山
田
の
色
に
紛
れ
け
り
 

、』‘ 

Jて
い
子
 

玄
関
の
柳
散
る
な
り
鶴
見
宿
 

春
 
翁
 

民
宿
の
矩
焼
一
つ
の
泊
り
か
な
 

駒
 
女
 

て
い
さ
い
も
な
く
着
ぶ
く
れ
て
鶴
見
 

旅
 

一 

歩
 

町
民
会
館
に
投
旬
箱
が
あ
り
ま
す
。
奮
 

っ
て
御
絡
笥
‘
お
願
い
し
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

一

 

郵
便
局
だ
よ
り
 

「
簡
易
保
険
新
加
入
運
動
 

の
実
施
」
 

廿
昭
和
 52 
年
ー
月
ー
日
 

5
3
月
 31 

日
ま
で
n
 

郵
政
省
所
管
の
簡
易
保
険
事
業
は
、
 

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
順
調
な
発
展
を
 

続
け
、
保
有
契
約
高
は
三
十
兆
円
、
ま
 

た
そ
の
資
金
総
額
は
八
兆
円
に
達
し
、
 

我
が
国
の
社
会
経
済
の
発
展
、
国
民
生
 

活
の
向
上
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
 

し
て
お
リ
ま
す
。
 

一
方
、
生
命
保
険
は
交
通
事
故
を
は
 

じ
め
と
す
る
、
い
ろ
い
ろ
な
事
故
災
害
 

の
多
発
、
子
供
の
教
育
、
老
後
の
生
活
 

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
リ
な
ど
か
ら
生
 

活
設
計
上
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
省
と
い
 

た
し
ま
し
て
は
、
国
民
各
層
に
対
し
簡
 

易
保
険
の
役
割
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
 

を
得
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
簡
易
保
 

険
の
普
及
を
図
る
た
め
、
こ
の
運
動
を
 

全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
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ズ リ
 

窓
 

No2 

の 国 保 

これからも高くなる保険税 

保険税はこれから先、高くなることはあっ 

ても安くなることはまず考えられません。。 

というのは、医療費は毎年どんどんふえて 

ゆくことが確実だからです。 

医療費がふえるのは① 人口構成の中で老 

人のしめる割合が急速にふえること。老人は 

むずかしい病気をいろいろかかえているので・ 

医療費もかさみます。②医学が進歩し、高度 

の内容の治療や検査がどしどし採用されるよ 

うになったこと、③生活水準が向上し、お医 

者さんにかかる人がふえること、などにより 

ます。医療費がふえるにつれて、その25％を 

ま かなう保険税も高くなるのは当然のことで・ 

す。高福祉、高負担の時代がやってくるわけ 

です。 

保険税＝高いか安いか 

医療費できまる保険税

保険税は、お医者さんへ支払う医療費など 

を始めとし、国保を運営する重要な財源です。 

これに国や市町村からの補助金と合わせて国 

保は運営されています。 

ところで現在、私たちが納めている保険税 

は、いとお考えですか、安いとお考えですか。 

もちろん、高くてやりきれないとお考えの 

方も多勢いらっしゃいましょう。 

高いか、安いか、実は保険税の額をきめる 

のは、他ならぬ私たち被保険者自身なのです。 

というのは、私たちがお医者さんにかかる 

医療費の額が、そのまま保険税の額にはねか 

えってくるからです。（医療費のおおよそ25% 

を保険税でまかなうことになっています） 

不摂生で病気をしたり、無駄づかいしたり 

して医療費がかさめば、その翌年の保険税は 

当然高くなります。 

a
 り

 

七）ノ 

飼
い
犬
の
 

放
し
飼
い
は
危
険
で
す
ク
 

最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
並
び
に
野
犬
 

が
各
地
に
多
く
み
ら
れ
、
苦
情
が
た
え
 

ま
せ
ん
。
 

赤
池
町
飼
犬
取
締
条
例
で
は
、
目
的
 

達
成
の
た
め
の
飼
犬
の
放
し
飼
い
を
し
 

て
は
な
ら
な
い
し
、
犬
小
屋
等
常
に
清
 

潔
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
為
、
町
衛
生
係
で
 

は
野
犬
退
治
を
今
年
か
ら
保
健
所
の
事
 

情
が
ゆ
る
す
限
り
常
時
実
施
し
ま
す
。
 

町
条
例
で
は
、
野
犬
捕
獲
を
行
う
場
 

合
に
は
事
前
に
住
民
に
連
絡
す
る
こ
と
 

に
な
っ
て
お
リ
ま
す
が
、
今
後
は
年
間
 

を
通
じ
野
犬
に
よ
る
人
畜
そ
の
他
に
対
 

す
る
危
害
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
つ
ど
 

行
な
い
ま
す
の
で
（
薬
剤
等
を
除
く
外
）
 

連
絡
は
し
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
飼
い
犬
は
 

放
し
飼
い
を
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 こ
こ
に
も
 

咳
（
こ
う
）
害
 

ペ
ツ
ト
を
飼
う
 

人
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
 

注
意
を
 

‘ノ 

0P

戸
 

p
p
 

福
岡
盲
学
校
 

入
学
生
の
募
集
 

県
立
福
岡
盲
学
校
で
は
、
昭
和
五
十
 

ニ
年
度
の
入
学
生
（
転
入
も
可
）
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
入
学
資
格
 

①
視
力
 

岡
全
く
見
え
な
い
者
 

⑨
眼
鏡
を
か
け
て
も
〇
・
三
以
下
 

の
視
力
で
普
通
学
校
で
の
学
習
 

が
困
難
な
者
 

困
将
来
失
明
或
は
著
し
く
視
力
減
 

退
の
お
そ
れ
あ
る
者
 

②
年
令
と
学
歴
 

岡
幼
稚
部
 
満
五
歳
児
 

同
小
学
部
 
満
六
歳
ー
十
五
歳
 

困
中
学
部
 
満
十
二
歳
ー
二
十
歳
 

盲
学
校
小
学
部
或
は
小
学
校
を
 

卒
業
し
た
者
 

同
高
等
部
 
普
通
科
（
」
犀
）
 

保
健
理
療
科
（
「
犀
）
 

、ノー 
y
・
 

・
l
J
 

」． 

.
 

専
攻
科
理
療
科
（
三
 

年） 

▽
募
集
期
間
 

昭
和
五
十
二
年
二
月
末
日
ま
で
 

▽
間
合
わ
せ
先
 

福
岡
県
福
岡
盲
学
校
 

電
話
っ
九
三
ー
五
二
一
ー
五
0
三
四
 

高
等
訓
練
生
の
募
集
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
 

昭
和
五
十
ニ
年
度
の
高
等
訓
練
生
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
及
び
募
集
人
員
 

機
械
製
図
科
 

二
十
名
 

自
動
車
整
備
科
 
四
十
五
名
 

▽
応
募
資
格
 

二
十
五
歳
未
満
で
「
高
等
学
校
卒
業
 

」
又
は
昭
和
五
十
二
年
三
月
「
高
等
 

学
校
卒
業
見
込
み
」
の
男
女
 

▽
募
集
期
間
 

三
月
二
十
ニ
日
因
ま
で
 

▽
申
込
先
、
間
合
わ
せ
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
又
は
最
 

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

電
話
つ
九
四
八
一
ー
ニ
ー
四
つ
一
八
 

陸
上
自
衛
官
の
募
集
 

陸
上
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
（
二
等
 

陸
士
）
を
次
の
と
お
リ
募
集
し
て
い
ま
 

す。 ▽
募
集
人
員
 
十
名
 

▽
資
格
 
昭
和
五
十
二
年
三
月
卒
業
予
 

定
の
高
校
生
（
男
子
）
 

▽
待
遇
 
初
任
給
七
八
、
五
コ
っ
円
（
 

実
質
給
与
一
一
二
、
五
っ
っ
 

円） 

将
来
は
陸
曹
、
幹
部
へ
の
道
が
大
き
 

く
開
か
れ
て
い
る
。
 

▽
志
願
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
 

飯
塚
市
二
瀬
の
地
方
連
絡
部
出
張
所
 

電
話
つ
九
四
八
ニ
ー
ニ
ー
四
八
四
七
 掛

 

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
 

福
岡
県
と
社
団
法
人
福
岡
県
宅
地
建
 

物
取
引
業
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
次
の
 

日
程
で
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
 

で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

⑥
筑
豊
地
区
 

ニ
月
十
七
日
困
、
直
方
市
民
会
館
 

二
月
十
八
日
圏
、
飯
塚
商
工
会
議
所
 

時
間
は
い
づ
れ
も
午
後
一
時
よ
り
 

⑥
相
談
員
 

弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
 

県
建
築
部
建
築
管
理
課
、
市
建
築
局
 

建
築
審
査
課
 

確
定
申
告
は
 

3
月
 15 

日
ま
で
に
 

い
よ
い
よ
昭
和
五
＋
一
年
分
申
告
所
 

得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
 

ま
い
り
ま
し
た
。
 

フ

）

 

所
得
税
は
、
御
承
知
の
と
お
り
申
告
 

納
税
制
度
を
採
用
し
て
お
り
ま
し
て
、
 

昨
年
一
年
間
に
得
た
あ
な
た
の
所
得
と
、
 

そ
の
所
得
に
対
す
る
税
金
を
、
あ
な
た
 

が
自
分
で
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
し
 

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
税
法
に
従
っ
 

た
正
し
い
申
告
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
の
で
、
十
分
検
討
さ
れ
て
期
限
内
に
 

申
告
と
納
税
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

▽
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
 

月
十
五
日
ま
で
 

O
確
定
申
告
の
必
要
な
人
 

一、 

】
般
の
人
の
場
合
 

所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
 

除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
そ
 

の
他
所
得
控
除
額
の
合
計
額
を
こ
え
 

る
人
 

二
、
給
与
所
得
が
あ
る
人
の
場
合
 

イ
、
給
与
の
収
入
金
額
が
一
千
万
円
 

を
こ
え
る
人
 

ロ
、
給
与
を
ー
カ
所
か
ら
受
け
て
い
 

る
人
で
、
そ
の
給
与
以
外
の
所
得
 

の
合
計
額
が
ニ
十
万
円
を
こ
え
る
 

人
 

ハ
、
給
与
を
ニ
カ
所
以
上
か
ら
受
け
 

て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け
 

た
給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
 

額
が
、
二
十
万
円
を
こ
え
る
人
 

O
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
も
ど
る
 

人
 

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
、
予
定
納
 

税
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
、
 

い
る
人
、
及
び
昭
和
五
十
一
生
山
ー
に
住
 

宅
を
取
得
し
た
人
（
一
定
の
要
件
が
あ
 

リ
ま
す
）
は
、
申
告
を
し
て
税
金
の
還
 

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

③
税
務
署
が
行
な
う
納
税
相
談
 

三
月
ニ
日
、
赤
池
町
役
場
に
お
い
て
 

行
な
い
ま
す
。
 

O
振
替
納
税
利
用
者
の
方
へ
お
願
い
 

納
付
書
に
住
所
、
氏
名
、
納
付
税
額
、
 

振
替
金
融
機
関
名
を
御
記
入
の
う
え
、
 

必
ず
申
告
書
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

振
替
日
は
三
月
二
十
五
日
で
す
。
 

③
無
料
申
告
相
談
 

税
理
士
会
田
川
支
部
で
は
、
小
規
模
 

納
税
者
を
対
象
と
し
て
、
三
月
一
日
、
 

午
前
十
時
よ
り
十
六
時
ま
で
、
赤
池
町
 

役
場
に
お
い
て
無
料
で
申
告
相
談
を
行
 

な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。
 

住
民
税
の
申
告
は
 

忘
れ
ず
に
 

今
年
も
住
民
税
の
申
告
の
時
期
が
近
 

づ
い
て
き
ま
し
た
。
 

住
民
税
の
申
告
は
、
町
民
税
算
定
の
 

上
、
大
変
重
要
な
事
で
お
り
、
住
民
の
 

皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
 

き
、
算
定
事
務
の
円
滑
を
図
り
た
い
と
 

思
い
ま
す
の
で
、
期
日
（
三
月
十
五
日
）
 

ま
で
に
申
告
書
を
提
出
下
さ
る
よ
う
お
 

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

・
な
お
、
申
告
書
は
二
月
中
旬
に
配
布
 

の
予
定
で
す
。
・
i
 

間
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務
課
へ
。
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し、 か
 

あ
 

ロ
艮
 

・笠＋ 広
 

草
場
は
昔
か
ら
左
官
の
多
い
と
こ
ろ
 

で
、
こ
の
川
筋
で
は
草
場
の
左
官
ち
ゃ
 

有
名
な
も
ん
で
し
た
。
左
官
の
始
ま
り
 

は
、
こ
こ
に
勘
吉
さ
ん
と
い
っ
て
、
こ
 

の
人
は
、
昔
の
有
名
な
左
官
で
す
が
、
 

の
勘
吉
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
あ
た
る
人
、
 

そ
の
人
が
こ
こ
の
左
官
の
元
祖
で
し
た
。
 

こ
の
勘
吉
さ
ん
が
左
官
職
人
に
な
っ
 

た
と
い
う
動
機
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
と
 

て
も
日
本
で
も
有
名
な
左
官
だ
と
い
う
 

こ
と
で
、
島
根
か
ら
一
人
呼
ん
で
仕
事
 

を
し
て
も
ら
っ
た
。
 

第
一
し
た
の
木
材
を
濡
ら
か
さ
ん
為
 

に
は
、
瓦
を
先
に
葺
い
て
、
瓦
葺
き
を
さ
 

せ
て
み
た
と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
勘
吉
さ
 

ん
に
追
い
つ
く
左
官
は
一
人
も
お
ら
ん
 

や
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
こ
の
川
筋
で
 

は
、
い
や
川
筋
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
 

行
く
の
に
上
河
原
か
ら
薬
王
寺
の
蔵
元
 

を
通
っ
て
上
野
さ
え
行
っ
て
、
仕
事
を
 

し
て
の
帰
り
の
こ
と
で
し
た
。
 

昔
は
今
の
ご
と
な
い
、
そ
の
日
い
っ
 

ぱ
い
に
目
の
見
え
る
ま
で
仕
事
を
し
て
、
 

タ
飯
の
一
杯
も
よ
ば
れ
て
帰
っ
て
く
る
 

時
で
し
た
が
、
非
常
に
遅
く
な
り
、
狭
 

い
道
を
通
り
が
か
る
と
二
人
ほ
ど
、
若
 

く
て
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
が
、
あ
ね
さ
ん
か
 

郷
土
の
昔
ば
な
し
い
ろ
い
ろ
 
廿
草
場
地
区
編
H
 

に
か
く
仕
事
は
一
生
懸
命
よ
く
す
る
人
 

で
、
仕
事
に
関
し
て
は
右
に
出
る
人
は
 

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

草
場
の
左
官
が
上
手
だ
と
い
う
こ
と
 

は
、
上
境
の
浦
部
（
三
階
建
）
の
家
が
 

今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の
家
を
 

建
て
た
時
に
、
ど
う
も
地
方
の
左
官
で
 

は
具
合
が
悪
か
ろ
う
と
い
う
事
で
、
地
 

方
左
官
が
い
て
全
然
さ
せ
ん
わ
け
に
は
 

い
か
な
い
け
ど
、
島
根
県
の
左
官
が
と
 

は
優
秀
な
左
官
だ
と
折
り
紙
が
つ
い
た
 

と
聞
い
て
お
リ
ま
す
。
 

そ
れ
で
、
そ
の
流
れ
が
上
流
に
残
っ
 

て
島
根
か
ら
来
た
左
官
さ
ん
、
最
近
ま
 

で
残
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
最
近
引
き
 

揚
げ
て
今
は
お
リ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
 

左
官
技
術
の
優
秀
な
の
は
、
草
場
は
定
 

評
が
あ
り
ま
し
た
。
 

話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
昔
こ
ん
な
こ
 

と
も
あ
リ
ま
し
た
。
私
が
左
官
仕
事
に
 

ぶ
り
を
し
て
火
を
焚
い
て
あ
た
っ
て
い
 

た
の
で
、
横
を
通
る
よ
う
な
腰
ま
え
で
、
 

ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
と
い
っ
て
通
っ
た
が
、
 

あ
く
る
朝
、
仕
事
に
行
く
の
に
そ
こ
を
 

通
り
が
け
に
見
る
と
、
火
の
焚
い
た
跡
 

も
な
く
、
何
も
な
い
。
こ
れ
は
キ
ツ
ネ
 

に
て
っ
き
り
だ
ま
さ
れ
た
な
あ
ー
と
後
 

で
わ
か
っ
た
こ
と
で
し
た
が
 （

つ
づ
く
〕
 

業

 

W
末
 

W
末
 

W
系
 

W
末
 

W
末
 

W
末
 

纏一 
鷺
 一競 

鷺一麟一 

春
一
番
に
油
断
す
る
な
ノ
 

立
春
を
す
ぎ
て
し
ば
ち
く
経
つ
と
、
 

あ
る
日
な
ま
暖
い
南
か
ら
の
強
風
が
吹
 

き
込
ん
で
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
 

気
圧
に
す
っ
ぽ
リ
つ
つ
ま
れ
て
い
た
気
 

圧
配
置
が
く
ず
れ
て
日
本
海
側
に
急
に
 

低
気
圧
が
発
達
し
た
日
に
、
こ
ん
な
風
 

が
吹
く
の
で
す
。
こ
の
、
立
春
後
の
最
 

初
の
南
風
を
“
春
一
番
）
と
い
い
ま
す
。
 

し
か
し
油
断
は
禁
物
で
す
。
こ
の
暖
 

か
さ
は
束
の
間
、
翌
日
は
必
ず
ま
た
冷
 

た
い
風
が
襲
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
こ
 

の
温
度
差
の
変
化
に
気
を
つ
け
て
…
・
・
・
 

エンゼルクイズ 

【第6回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう・・・・・・ 

〔問 題〕 

1 、西高東低の気象とは、わが国ではいつの 

季節？ 

④夏（助火 《I）冬 

2 、国会での投票b 賛成票の色は？ 

④青 ⑧白 （C漬 

3 、赤ちゃん。いちばん最初に見える色とは 

? 

低沫（E）青（こ潰 

4 、骨や歯を健康にし、成育を助けるビタミ 

ンは、何ビタミン？ 

⑧ビタミンC ⑧ビタミンD ⑥ビタミンK 

5 、沖縄県の県の花は、次のうちどれでしょ 

つo 

⑧そてつ 国ソLいご（i】）ハイビスカス 

〔応募の要領〕 

正解のABCいづれかの記号を官製ハガギ 

に記入のうえ、2月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ュンセ’ルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

）伊り 問題lB 問題2A 問題3C 

【第五回の解答】 

1 ⑥ 2 ⑧ 3 ⑥ 4 ⑧ 5 @ に
J
 

4
' 

【正解者】 

今回の応募総数11通のうち、正解者は5通 

でした。厳正な抽せんの結果、次の3名の方 

に記念品を贈ります。 （敬称略） 

ン田中 キチ （大字市場） 

ン由中 誠一 （大字市場） 

）松葉 幸代 （大字上野） 

歯
を
み
が
く
と
 

吐
き
気
が
す
る
 

こ
れ
は
、
朝
起
き
て
歯
を
み
が
く
時
 

に
起
こ
る
も
の
で
、
夜
歯
を
み
が
く
時
 

に
は
起
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
 

こ
の
原
因
は
、
夜
寝
て
い
る
間
に
、
 

鼻
汁
や
疾
が
の
ど
の
方
に
流
れ
、
そ
れ
 

が
呼
吸
に
よ
っ
て
乾
き
、
途
中
に
付
着
 

し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
朝
起
き
 

て
口
を
開
い
た
り
、
歯
ブ
ラ
シ
を
入
れ
 

た
瞬
間
、
の
ど
の
筋
肉
が
動
く
こ
と
に
 

よ
り
、
そ
こ
の
神
径
が
刺
激
を
受
け
て
 

ゲ
ッ
と
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
胃
 

や
肝
臓
な
ど
と
は
関
係
が
な
い
こ
と
が
 

多
い
の
で
す
。
 

こ
う
い
う
時
は
、
ま
ず
先
に
う
が
い
 

を
し
て
、
の
ど
に
付
着
し
た
汚
れ
を
取
 

っ
て
か
ら
、
歯
を
み
が
く
よ
う
に
し
た
 

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
 


